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労働災害に関する富岡労働基準監督署への再発防⽌策
の報告について
<概 要>
 2019年7⽉18⽇、福島第⼀原⼦⼒発電所の構内において、協⼒企業作業員が溶接作業

中に右腕を⽕傷（Ⅱ度）する災害が発⽣しました。 （７⽉29⽇に不適合として公表済み）
本件については、福島原⼦⼒企業協議会よろず相談窓⼝（※）に匿名の投書が寄せら
れたことについて７⽉22⽇に当社に情報提供があり、⼈⾝災害の発⽣を確認するに
⾄ったものです。

 本件については、負傷者は休業していないことから労働安全衛⽣法に基づく、労働基
準監督署への報告の対象外の事案ではありますが、不休災害であっても⼈⾝災害は当
社に報告するルールとなっており、それが徹底されておりませんでした。

 また、本投書ではその他に、１次請企業が当該作業員に対し、医療機関には「作業起
因」ではないと説明するよう指⽰をしたことが記載されており、元請企業に事実関係
の調査を⾏ったところ、投書に記載された内容が事実であることを確認したことから、
事実関係について、7⽉23⽇に富岡労働基準監督署に報告いたしました。

 当社は、2018年6⽉9⽇に発⽣した災害に対して、当社に報告がなかったことを踏ま
えて(2019年７⽉5⽇公表済み）、７⽉31⽇に富岡労働基準監督署に「労働災害等の
情報が速やかに報告される仕組みならびに同種事案の再発防⽌策」を報告しておりま
すが、８⽉６⽇に富岡労働基準監督署から７⽉31⽇に報告した再発防⽌策が確実にな
される仕組み作りを精査し報告するよう⽂書を受領いたしました。

 本⽇、再発防⽌策として富岡労働基準監督署に以下の内容を報告いたしました。今後
同様の事案が発⽣しないよう再発防⽌策の徹底を図り、厳正な管理・監督に努めてま
いります。

※福島原⼦⼒企業協議会よろず相談窓⼝︓東京電⼒と発電所で働く⽅々の相互の信頼関係を強化する事を⽬的とし
て、発電所の運営に関する様々な相談を受け付けている相談窓⼝。



再発防⽌策の内容（８⽉19⽇付富岡労働監督署への報告内容）

<再発防⽌策>
１．2019年7⽉31⽇付改善報告の精査について
・引き続き実施していく。
２．労働災害等の情報が確実に報告される仕組み（改善事項）
・直接、東京電⼒へ声をあげる既存の仕組みは機能していることから、現在のエコーBOXの設置場所等につ
いて、より作業員の動線を考慮した活⽤しやすい配置に変更する。
・また既存の仕組みの拡⼤を図り、ウェブサイト「１FOR ALL JAPAN」内に投稿が可能な新たな仕組みを
検討する。

（参考）７⽉31⽇付富岡労働基準監督署への改善報告内容
(1)既存の仕組みの周知と活⽤
ａ．⼊所時教育，作業班⻑教育で実施すること
・けがや傷病が発⽣した場合は、速やかに救急医療室（ＥＲ）を活⽤するよう改めて周知すると共に、⾃らの⾝を
守るためにも積極的な利⽤についても伝える。
・作業員がけがや傷病を発⽣または発⾒時に、万が⼀作業班⻑や元請へ報告されない場合には、直接、東京電⼒へ
声をあげる既存の仕組み（エコーBOX、ご意⾒箱等）が利⽤できることを改めて周知する。
ｂ．元請企業に対し指導をすること
・元請け企業に対して、「下請け企業の事業主（管理者）に対し、労災かくしは犯罪であり罰則があること、を改
めて伝えるとともに、情報を速やかに上げる必要があること」について指導する。
(2) ⻭⽌めの対策（元請企業に対し指導をすること）
・元請企業に対して、作業終了後（ミーティング、翌⽇の朝礼等）、作業員⼀⼈⼀⼈の労働災害有無について確認
の徹底を指導する。



現地溶接型タンク設置⼯事における溶接作業時の⼈⾝災害について

１．発⽣⽇時
2019年７⽉18⽇ 午前8時50分頃

２．発⽣場所
Ｈ６タンクエリア

３．作業内容
現地溶接型タンク設置⼯事において、被災者は⾵防⾜場上で
の溶接作業を実施中であった。

４．負傷者の状況（けがの程度）
診断結果︓右上肢第２度熱傷（現在はほぼ完治）
なお、翌⽇は出社し、事務所にて勤務業務を実施。（不休）

５．けがの発⽣原因
溶接完了後の接合部に右上肢を接触させ、余熱により⽕傷を
負った。なお、耐⽕服・⽪⼿袋を着⽤しており、適正な装備
を⾝に着けていた。


